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「ナンピンするな！」って言われてもやるんです。なら“やっていい場面”を本気で考えよう
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かぶひこ
2026年9月19日 21:40 フォローする
こんにちは、かぶひこです。
ナンピン。
株の世界では、
まあ嫌われています。
「ナンピンはするな。」
「下手なナンピン、スカンピン。」
「地獄行きの切符。」
僕、
「分かってます。」
分かってるんです。
でも、
買った瞬間、
ガラッ！！
株価急落。
含み損、
－3万円。
僕、
「…………。」
ここで即損切りできれば、
たぶん一番いい。
「想定と違いました。」
ポチッ。
終了。
でも、
できないんですよ。
「ちょっと反発してから……。」
さらに下落。
－5万円。
僕、
「もう切れない……。」
すると、
頭に浮かぶんです。
ナンピン。
今ここで100株追加すれば、
平均取得単価が下がる。
さっきまで100円戻らないと助からなかったのに、
50円戻れば助かる。
僕、
「…………。」
「やる。」
やりますよね？
地獄行きの切符だと言われても、
目の前に、
「助かるかもしれない切符」
として置かれたら、
僕は手を伸ばしてしまいます。
しかも厄介なことに、
ナンピン。
反発。
プラ転。
僕、
「助かったぁぁぁぁ！！」
これも経験している。
だから、
次もやる。
だったら、
「ナンピンは絶対ダメ！」
で終わらせるより、
どうせやってしまうなら、
「ナンピンしてもいいかもしれない場面」と、
「これは絶対にやりたくない場面」
を分けて考えた方がいい。
僕はそう思っています。
そこで今回は、
ちょっと深くいきます。
5MA。
出来高。
支持線。
抵抗線。
さらに、
5分足。
日足。
週足。
全部使います。
今回はちょっと、
初心者を置いていきます。
ごめんなさい。
今日は、
トレーダー席です。

まず大前提。ナンピンした瞬間、損失は消えない
ここだけは、
最初に確認しておきます。
1,000円で100株。
株価900円。
含み損、
1万円。
ここで、
900円で100株ナンピン。
平均取得単価は、
950円。
僕、
「よし！」
「1,000円まで戻らなくていい！」
「950円で助かる！」
でも、
現在値900円。
200株。
購入総額19万円。
評価額18万円。
含み損、
1万円。
……。
僕、
「まだいる。」
そう。
ナンピン前。
－100円×100株＝－1万円。
ナンピン後。
－50円×200株＝－1万円。
一株あたりの含み損は、
半分になった。
でも、
株数は倍になった。
損失そのものが消えたわけではありません。
しかも、
ここから10円下がったら？
100株なら、
－1,000円。
200株なら、
－2,000円。
つまりナンピンは、
助かる価格を近づける代わりに、
次の値動きに対する損益も大きくします。
上がれば、
助かるのが速い。
下がれば、
損失が増えるのも速い。
僕、
「回復だけ2倍でお願いします。」
証券会社、
「そのプランはありません。」
上も下も、
セットです。

それでも僕は「ナンピン＝悪」だとは思っていない
じゃあ、
ナンピンなんて全部やめればいい。
それも、
僕はちょっと違うと思っています。
問題は、
ナンピンそのものではなく、
どこで、
何を根拠に、
追加するのか。
例えば、
株価が下がった。
僕、
「安くなった！」
ナンピン。
さらに下落。
「もっと安い！」
ナンピン。
さらに下落。
「さすがに！」
ナンピン。
これは、
僕が一番やりたくないナンピンです。
理由が、
「自分の買値より安くなった」
しかないから。
僕、
「平均単価まであと30円！」
市場、
「知らん。」
そうなんです。
市場参加者は、
僕の平均取得単価なんて知りません。
だから僕が探したいのは、
「僕が助かる理由」
ではなく、
「株価が反発するかもしれない理由」。
ここからが、
今回の本題です。

最初に見るのは「今、何トレンド？」
例えば、
急騰株。
勢いよく上昇。
僕、
「強い！」
高値追い。
買う。
直後。
ガガガガッ！！
急落。
僕、
「終わったぁぁぁ！！」
ここで、
ローソク足が下がっていることだけを見ない。
僕なら、
まず移動平均線を見ます。
5MAは、
株価の上？
下？
そして、
向きは？
例えば、
ローソク足は急落中。
でも、
5MAはまだ株価の下にいる。
しかも、
上向き。
これなら、
ローソク足だけ見れば、
「急落！」
ですが、
チャート全体では、
まだ上昇トレンドの中にいる可能性があります。
ここ、
かなり大事だと思っています。
「今、下がっている。」
と、
「下降トレンドになった。」
は、
同じじゃない。

上昇トレンド中だって、株価は下がる
上昇トレンドだからといって、
毎回陽線で上がるわけじゃありません。
上がる。
上がる。
上がる。
売られる。
ガラッ！！
僕、
「トレンド終了！」
……とは限らない。
5MAを見る。
まだ上向き。
株価の下。
さらにその下には、
25MA。
日足を見れば、
高値も安値も切り上げている。
これなら、
短期的には強く売られていても、
上昇トレンドの中の押しである可能性があります。
だから僕が知りたいのは、
急落したかどうかじゃない。
この急落が、
「上昇トレンドを壊す下落」なのか。
それとも、
「上昇トレンドの中の押し」なのか。
ここです。

だから5MAに近づいたところが面白くなる
例えば、
急騰中。
株価は5MAから大きく上へ離れている。
僕、
高値追い。
直後、
ガラッ！！
株価、
一気に下落。
でも、
5MAはまだ上向き。
しかも、
株価の下から上がってきている。
株価、
下へ。
5MA、
上へ。
両者が、
近づいてくる。
僕、
「ここだよな……。」
ここで、
安くなったからナンピン！
ではありません。
見るんです。
5MAまで来たとき、
何が起きる？
タッチ。
ドン！！
買い。
下ヒゲ。
反発。
5MAを割らない。
僕、
「お？」
ここで初めて、
「さっきの急落は、上昇トレンドの中の押しだったかもしれない」
という根拠が一つ増えます。
僕がナンピンを考えるなら、
こういうところです。

でも5MAは、ただの線
ここで注意。
5MAがある。
だからナンピン。
ではありません。
僕、
「5MAがあるから大丈夫！」
株価、
ズドン。
5MA、
「僕、線ですけど。」
そうなんです。
移動平均線が、
株価を物理的に支えてくれるわけではありません。
だから僕が見たいのは、
5MAに到達したことではなく、
そこで実際に何が起きたか。
5MA接近。
売られる。
タッチ。
でも割れない。
買いが入る。
下ヒゲ。
反発。
安値更新しない。
次の5分足。
前の足の高値を超える。
こうなってくると、
「5MAが支持線として意識された可能性」
を考えられる。
逆に、
5MA接近。
買い、
入らない。
ズルッ。
5MA割れ。
安値更新。
僕、
「…………。」
これなら、
話が違います。

5MA反発を理由に追加したなら、5MAを割ったら撤退を考える
ここ、
僕自身に一番言いたいです。
僕、
「5MAで反発する！」
ナンピン。
ところが、
5MA割れ。
僕、
「まあ、一瞬だから。」
さらに下落。
「25MAがある。」
さらに下落。
「日足ならまだ……。」
さらに下落。
「この会社は将来的には……。」
おい。
デイトレ、
どこ行った？
始まりました。
根拠のお引っ越し。
最初、
5MA。
崩れた。
次、
25MA。
崩れた。
次、
日足。
最後、
ファンダメンタルズ。
こうなると、
何が起きても損切りできません。
5MAを守ると思ったから追加した。
明確に5MAを割った。
なら、
ナンピンした理由が崩れています。
「平均単価まで戻るかもしれない」
に理由を変更しない。
これ、
かなり大事です。

さらに日足を見る。「この急落、大きな流れでは何？」
そして、
5分足だけで終わらない。
一回、
日足まで引きます。
例えば、
5分足。
急落。
でも、
日足。
株価は5日線の上。
5日線、
上向き。
25日線、
上向き。
高値・安値も、
切り上げ。
僕、
「大きな流れは、まだ上か。」
となる。
すると、
5分足のガラが、
日足ではただの押しになる可能性があります。
反対に、
5分足。
反発。
大陽線。
僕、
「反転きたぁぁぁ！！」
でも、
日足。
5日線下向き。
25日線も下向き。
株価は両方の下。
高値も安値も切り下げ。
僕、
「5分足だけ元気ですね。」
この場合、
5分足の陽線一本だけを見て、
「反転した！」
とナンピンするのは、
僕ならかなり慎重になります。

さらに週足。森まで見る
そして、
週足。
デイトレなのに週足？
と思うかもしれません。
でも、
僕は意味があると思っています。
例えば、
週足。
上昇トレンド。
日足。
上昇トレンド。
5分足。
急落。
でも、
5MAはまだ上向きで、
株価の下。
これなら、
週足→上。
日足→上。
5分足→上昇トレンド中の急落。
という見方もできます。
反対。
週足。
高値切り下げ。
日足。
下降トレンド。
5分足。
下向き5MAの下。
僕、
「でも、さすがに反発するでしょ。」
何を根拠に？
全部、
下です。
上向いているの、
僕の希望だけです。

「今下がっている？」より「どの流れの中で下がっている？」
結局、
これだと思います。
5分足。
大陰線。
怖い。
でも、
上向き5MAの上までの押し。
日足も上昇。
週足も上昇。
なら、
「上昇トレンドの中の急落」
かもしれない。
逆に、
5分足。
陽線。
反発。
嬉しい。
でも、
下向き5MAの下。
日足も下降。
週足も下降。
なら、
「下降トレンドの中の反発」
かもしれない。
ローソク足一本だけ見れば、
前者は弱く見える。
後者は強く見える。
でも、
トレンドまで見ると、
景色が逆になる。
僕、
「陽線出た！」
だけじゃなく、
「その陽線、
どのトレンドの中にいる？」
ここまで見る。

支持線が重なっていたら、さらに面白い
ここから、
もう一段深くします。
例えば、
急落してきた価格。
その近くに、
5分足5MA。
さらに、
日足5日線。
前日の高値。
直近で何度も反発した価格。
こういったものが、
似たような場所に集まっている。
僕、
「ここ、いろんな人が見てそうだな。」
となります。
5分足を見る人。
日足を見る人。
前日高値を意識する人。
それぞれ違う理由で、
似た価格を見ている可能性がある。
そこで、
実際に買いが入る。
下ヒゲ。
反発。
安値更新停止。
だったら、
単純な、
「5MAタッチ！」
より、
反発の根拠は増えます。

同じ移動平均線でも「向き」と「どちらから触るか」で意味が違う
これも、
かなり重要です。
例えば、
25MA。
同じ25MAタッチでも、
全然違います。
上向き25MA。
株価はその上。
上から押してきて、
25MAへタッチ。
これは、
上昇トレンド中の押し目候補として見られることがあります。
反対。
下向き25MA。
株価はその下。
下から反発して、
25MAへタッチ。
これは、
戻り売りを考える人が出てくる場所かもしれない。
同じ、
「25MAタッチ！」
なのに、
意味が逆。
だから、
移動平均線を見るなら、
線の名前だけじゃ足りない。
上向き？
下向き？
株価は上？
下？
どちら側から近づいている？
ここまで見る。

そして本命。「出来高」
ここまで、
トレンド。
移動平均線。
支持線。
いろいろ見ました。
でも、
僕はもう一つ見たい。
出来高です。
5MA付近。
反発。
僕、
「来た！」
でも、
出来高、
スカスカ。
陽線、
小さい。
僕、
「本当に？」
一方。
5MA付近。
売り込まれる。
タッチ。
そこから、
ドン！！
大陽線。
出来高、
急増。
僕、
「おいおいおい。」
さっきまでと、
景色が違う。
ここで僕は、
「風向きが変わったかも」
と考えます。

下がるより、高値を取り返す方が力がいる
僕が出来高を見る理由は、
ここです。
買いが弱くなって、
売りが続けば、
株価はズルズル下がることがあります。
でも、
そこから反発。
さっき売られた価格を取り返す。
さらに、
今日の高値へ。
そして、
高値突破。
ここまで株価を押し戻すには、
買いの力が必要になります。
だから、
反発している。
でも、
出来高は増えない。
僕、
「まだ信用しない。」
反発。
出来高増加。
前の5分足高値を超える。
さらに上。
出来高、
今日イチ。
僕、
「これはちょっと違うぞ。」
となる。

ただし「出来高増加＝買い」ではない
ここも、
大事。
出来高、
爆増！
僕、
「買いだぁぁぁ！！」
ではありません。
売りが大量に出ても、
出来高は増えます。
だから、
出来高が増えた結果、
ローソク足がどうなった？
を見る。
大出来高。
大陽線。
高値付近で確定。
5MA維持。
なら、
買い側が押し返している可能性。
でも、
大出来高。
長い上ヒゲ。
陰線。
安値付近で確定。
なら、
上で大量の売りを浴びている可能性もある。
出来高は、
「上がる！」
と教えてくれる魔法の数字じゃない。
僕のイメージでは、
「ここでめちゃくちゃ戦ってます！」
というサイレンです。
その戦いで、
買いと売り、
どっちが押した？
それを、
ローソク足と一緒に見る。

そして空売り勢の景色も変わる
ここから、
さらに面白くなります。
急落。
板、
弱い。
歩値、
弱い。
チャート、
弱い。
空売り勢、
「これは下だな。」
ショート。
さらに下落。
「よし。」
ところが、
5MA付近。
突然、
ドン！！
買い。
出来高急増。
大陽線。
次の足も上。
空売り勢、
「ん？」
さらに上。
「ちょっと待って。」
さっきまで、
売れば下がった。
でも
急に、
下がらない。
むしろ、
買いが強い。
ここで、
「流れ変わった？」
と思って買い戻す人も出てくる可能性があります。
空売りの買い戻しも、
市場では「買い」です。
新規の買い。
空売りの買い戻し。
これが重なれば、
上昇に勢いがつくこともある。
そして、
今日の高値が近づいてくる。

高値突破は、もう一つの分岐点
急落から、
5MAで反発。
出来高増加。
株価上昇。
そして、
今日の高値へ。
ここには、
いろんな人がいます。
高値を抜けたら買おうとしている人。
空売りしていて、
高値を抜けたら撤退しようとしている人。
高値付近で捕まっていて、
戻ってきたら売りたい人。
いろんな注文がぶつかる場所です。
そこで、
出来高を伴って、
高値突破。
新規買い。
空売りの買い戻し。
さらに出来高増加。
僕、
「うおおおお！」
ここまで来ると、
さっきのガラとは、
かなり景色が変わっています。
もちろん、
高値を抜けた直後に失速することもあります。
絶対ではありません。
でも、
5MAを守った。
そこで買われた。
出来高が増えた。
戻り高値を超えた。
さらに今日の高値を試した。
一つずつ、
「反発したかもしれない」
から、
「本当に流れが変わってきたかもしれない」
へ、
根拠が増えている。
僕がナンピンするなら、
こういう変化を見たいです。

でも、下ばかり見てはいけない。「上に何がいる？」
支持線を見つけると、
安心するんですよね。
僕、
「5MAある！」
「ここで反発する！」
でも、
ナンピンするなら、
上も見ないといけない。
例えば、
5MAで見事反発。
出来高も増加。
僕、
「ナンピン！」
ところが、
10円上。
前回高値。
さらにその上。
日足25日線。
僕、
「…………。」
天井、
近くない？
そうなんです。
ナンピンするとき、
「どこで反発しそう？」
ばかり考えてしまう。
でも本当に知りたいのは、
もう一つ。
「反発したとして、どこまで戻れそう？」
です。
平均取得単価まで、
50円。
でも、
20円上に強い抵抗線。
だったら、
反発しても、
僕が助かるところまで届かない可能性がある。
下の支持線。
上の抵抗線。
この間に、
どれくらい余白がある？
ここまで見たい。

僕なら「ナンピンしてもいいかも」をこう考える
ここまで、
いろいろ見ました。
なので、
一度まとめます。
僕がナンピンしたくなったとき、
まず見る。
週足。
上昇トレンド？
日足。
上昇トレンド？
5分足。
急落しているけど、
5MAはまだ株価の下？
5MAは上向き？
その下に、
支持線候補はある？
実際にそこで買いが入った？
安値更新は止まった？
反発時に出来高は増えた？
ローソク足は、
買い側が押し返した形になった？
そして、
上の抵抗線まで距離はある？
これらが重なってくる。
僕、
「ナンピンを考えてもいいかも。」
となる。
逆に、
週足。
下降。
日足。
下降。
5分足。
下向き5MAの下。
安値更新。
支持線を割る。
出来高も増えない。
反発しても、
すぐ上に抵抗線。
僕、
「でも平均単価が下がるから……。」
帰れ。
僕自身に言っています（笑）。

ただし「条件が5個揃ったらナンピンOK」ではない
ここは、
誤解してほしくないところです。
週足○。
日足○。
5MA○。
出来高○。
支持線○。
5個揃いました！
ナンピン確定！！
ではありません。
そんな必勝法なら、
僕はこの記事を有料にしています（笑）。
相場は、
そんなに単純じゃない。
僕がやりたいのは、
ナンピンの許可証を作ることではありません。
「助かりたい。」
だけだったナンピンに、
相場側の根拠が本当にあるのかを確認すること。
これです。

そして「根拠が増えた」と「株数を無限に増やす」は別
ここも、
絶対に忘れたくない。
反発の根拠が増えた。
だから、
ナンピンを検討する。
でも、
だからといって、
100株。
200株。
500株。
1,000株。
と増やしていいわけではありません。
ナンピンした瞬間、
平均取得単価は下がります。
でも、
株数は増える。
つまり、
次の1円の重さも増える。
100株なら、
1円＝100円。
500株なら、
1円＝500円。
1,000株なら、
1円＝1,000円。
ガガガッと50円下がったら？
僕、
「…………。」
だから、
ナンピンする前に、
最大株数。
最大投入額。
そして、
ナンピン後に想定を外したら、
どこで撤退する？
ここは必要です。

一番危ないのは「ナンピンしたから損切りできなくなる」こと
これ、
僕は本当にやります。
最初。
100株。
僕、
「5MA割れたら損切り。」
ナンピン。
300株。
5MA割れ。
僕、
「…………。」
損切りすると、
損失デカいな。
「もうちょっと待とう。」
これ。
ナンピンによって、
損切りラインが変わってしまう。
でも、
本来は逆ですよね。
5MA反発を根拠に追加したなら、
5MAを明確に割ったときこそ、
撤退を考える。
だって、
追加した理由そのものが、
なくなったんだから。
ナンピンしたから損切りできない。
ではなく、
ナンピンしたからこそ、
条件が崩れたら、
より厳しく見る。
これくらいでいたい。

「助かりたいナンピン」と「反発を確認したナンピン」
結局、
僕の中では、
この二つを分けたいです。
一つ目。
株価下落。
僕、
「ヤバい。」
さらに下落。
「平均単価下げたい。」
ナンピン。
これは、
僕を助けるためのナンピン。
二つ目。
株価急落。
でも、
大きな時間軸は上昇。
5分足5MAもまだ上向き。
支持線付近。
実際に買いが入る。
安値更新停止。
出来高増加。
ローソク足も反発。
上の抵抗線まで余白あり。
僕、
「風向き変わったかも。」
そこで、
ナンピンを検討。
こっちは、
相場の変化を見てからのナンピン。
同じ、
「追加で100株買う」
でも、
中身は全然違います。

ナンピンするなら「安くなった」ではなく「風向きが変わった」を探す
僕は、
ナンピンを悪だとは思っていません。
むしろ、
使い方次第では、
平均取得単価を下げながら、
反発を取りにいける場面もあると思っています。
でも、
危険なのは、
「下がったから。」
「安くなったから。」
「助かりたいから。」
だけで、
追加すること。
僕がナンピンしたくなったら、
これからは、
一回チャートを引いて見たい。
週足は？
日足は？
5分足は？
移動平均線は、
上向き？
下向き？
株価は、
その上？
下？
支持線は？
本当にそこで買われた？
出来高は？
上には何がある？
そして、
ナンピンした根拠が崩れたら、
撤退できる？
ここまで見て、
それでも、
「ここなら追加してもいいかも。」
と思えるなら、
少なくとも、
「助けてぇぇぇ！」
で押したナンピンボタンとは、
意味が違うと思っています。

ナンピンは、
地獄行きの切符だと言われます。
でも僕は、
追い込まれたら、
その切符に手を伸ばしたくなる。
だったらせめて、
行き先くらい確認する。
いや。
もう一歩。
線路が、
どっち向いてるのかまで確認してから乗る。
週足。
日足。
5分足。
移動平均線。
支持線。
出来高。
それらが、
「まだ上だ。」
と言っているのか。
それとも、
僕一人だけが、
「上がってくれ！」
と言っているのか。
この違いは、
かなり大きい。
ナンピンする前に、
平均取得単価の計算より先に、
相場の風向きを確認する。
僕は、
そこから始めたいと思います。
では！
かぶひこでした。
免責事項
本記事は、株式投資におけるナンピン、移動平均線、出来高、支持線・抵抗線、複数時間軸の見方について、筆者個人の経験や考え方をもとに整理した学習目的の内容です。特定の銘柄や金融商品の売買、ナンピンを推奨・勧誘するものではありません。
移動平均線や支持線、出来高などの条件が重なっても、反発や上昇が保証されるものではありません。また、急激な値動きでは想定した価格で売買できない場合があります。
記事中の売買場面や損益例は説明を目的としたものであり、同様の値動きが将来繰り返されることを示すものではありません。実際の投資判断は、ご自身の資金状況やリスク許容度を踏まえ、ご自身の責任でお願いいたします。
いいなと思ったら応援しよう！
チップで応援する
· 
#株式投資

· 
#デイトレード

· 
#出来高

· 
#ナンピン

· 
#上昇トレンド

この記事はnoteマネーにピックアップされました
[image: noteマネーのバナー]
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[image: かぶひこ]
かぶひこ
フォロー
コツコツ勝って、ドカンと負ける。そんな売買を見直したい人へ。 兼業トレーダーのかぶひこです。 実体験とチャートから、損切り・ナンピン・投資家心理をわかりやすく解説。自分の売買ルールを一緒に考えるnoteを毎日更新中。 記事制作にはAIとの壁打ちも活用しています。
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